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 （4 頁
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《席
せき

にお座
すわ

りになったままで礼拝
れいはい

にご参加
さ ん か

ください》 

＊受付
うけつけ

に献金箱
けんきんばこ

がございます。 

「献げ物
さ さ げ も の

（献金
けんきん

）」はご用意
よ う い

のある方
かた

のみ、お献
ささ

げください。 

2024 年 9 月 22 日（日） 

日本キリスト教団 久宝
きゅうほう

教会
きょうかい

 

第 67 巻第 26 号（通算 3408 号） 

教会設立 1959 年 6 月 14 日 
 
〒581-0072 

大阪府八尾市久宝寺 6 丁目 7－10 

TEL 072-992-2131 FAX 072-992-2135 

主任担任教師・牛田 匡 牧師 

担任教師・水谷 憲 牧師 

隠退教師・小林 達夫 牧師 

郵便振替：00980－5－212130 「日本基督教団久宝教会」 

【集会案内】こどもの礼拝：毎日曜 10：00－10：20   何かお悩みがありましたらご遠慮なくご相談ください 

      主日礼拝：毎日曜 10：30－11：30 小さい子どもたちも、いつでも歓迎いたします。 

教会標語 
 

小
ちい

さくされている人
ひと

を 

大切
たいせつ

にする教 会
きょうかい

 
 

ホームページ「久宝教会」 
（ウェブサイト）  

    http://www.koinonia.or.jp/kyuhokyokai 

【連絡先(牛田)】090-9161-4027 

kyuho-church@koinonia.or.jp 

この「確かさ」は当て外れということがありません。私たちが頂いている聖霊の働きによって、 

人を大切にする神の思いが、すでに私たちの心に注がれているからです。（ローマの人々への手紙 5：5） 



招
ま ね

きの 詞
ことば

 詩編 139 編 1－5 節（聖書協会共同訳©日本聖書協会） 

1 指揮者によって。ダビデの詩。賛歌。 

主よ、あなたは私を調べ 

私を知っておられる。 
2 あなたは座るのも立つのも知り 

遠くから私の a 思いを理解される。 
3 旅するのも休むのもあなたは見通し 

私の道を知り尽くしておられる。 
4 私の舌に言葉が上る前に 

主よ、あなたは何もかも知っておられる。 
5 前からも後ろからも私を囲み 

御手を私の上に置かれる。 

（脚注 a：別訳「計らい」） 

 

聖書  ヨハネによる福音書 10 章 31－42 節（聖書協会共同訳©日本聖書協会） 

 31 ユダヤ人たちは、イエスを石で打ち殺そうとして、また石を取り上げた。   
32 イエスは言われた。「私は、父から出た多くの善い業

わざ

をあなたがたに示してきた。

そのどの業のために、石で打ち殺そうとするのか。」33 ユダヤ人たちは答えた。  

「善い業のことで、石で打ち殺すのではない。神を冒瀆
ぼうとく

したからだ。あなたは、  

人間なのに、自分を神としているからだ。」34 イエスは言われた。「あなたがたの  

律法に、『私は言った。あなたがたは神々である』と書いてあるではないか。    
35 神の言葉を託

たく

された人たちが、『神々』と言われ、そして、聖書が廃
すた

れることが

ないならば、36 父が聖なる者とし、世にお遣
つか

わしになった私が、『私は神の子であ

る』と言ったからとて、どうして『神を冒瀆している』と言うのか。37 もし、私が

父の業を行っていないのであれば、私を信じなくてもよい。38 しかし、行っている

のであれば、私を信じなくても、その業を信じなさい。そうすれば、父が私の内に

おられ、私が父の内にいることを、あなたがたは知り、また b 悟るだろう。」39 そこ

で、ユダヤ人たちはまたイエスを捕らえようとしたが、イエスは彼らの手を逃れて、

去って行かれた。 

 40 イエスは、再びヨルダンの向こう岸、ヨハネが初めに洗礼(バプテスマ)を授け

ていた所に行って、そこに滞在された。41 多くの人がイエスのもとに来て言った。

「ヨハネは何のしるしも行わなかったが、彼がこの方について話したことは、すべ

て本当だった。」42 そこでは、多くの人がイエスを信じた。 

（脚注 b：異本では「信じるだろう」） 



  

《先週のメッセージより》2024 年 9 月 15 日 敬老の日礼拝 

「神の愛を感じる時」より      牛田匡牧師 
聖書 エフェソの信徒への手紙 3 章 14－21 節  

 「あなたは今まで、神様の愛を感じたことがありますか」と尋ねられたら、

何とお答えになるでしょうか。「愛の神」「縁結びの神」ならばともかく、「神

の愛」と言われても、何のことやら分からないかもしれません。これまでの人

生を振り返った時に、自分の力や計画、努力に基づいて、歩んで来られたこと

も多いと思いますが、その一方で「ご縁」とか「運」としか言いようがないよ

うな、そういうものも感じられて来た方もおられるでしょう。誰もが老いてい

きます。若い頃には自分で出来ていたことが、次第に自分で出来なくなってい

きます。「何の役にも立てない自分は、他人に迷惑をかけている」と感じられ

るかもしれません。しかし、自身の小ささや弱さに気付いた時、実はこれまで

の道も様々な人たちから、支えられ、与えられて来ていた道だったのだという

ことに改めて気付くことが出来るのではないでしょうか。そしてそれは、私た

ちの命を根源から支えてくれている神様に対しても同じです。 

 今回の聖書の言葉は、神様の私たちに対する慈しみがどれ程大きいか、とい

うことが様々に表現されていました。人間が神に祈り、そのお返しとして、神

が応えてくれるのではありません。全ての命の創り主である神は、その創られ

た被造物の一つ一つを大切にされます。その神の思いがどれほどであるかを、

私たちは計り知ることは出来ません。確かに生きている中では、嬉しいことだ

けではなく悲しいことも、不幸なこともたくさん起こります。「どうして、自

分はこんな状態になったのか。神に見放されたのか」と問うことは、古代の人

たちも同じでした。しかし、「神はどこにいるのか」と捜し続けても、神は見

つかりません。なぜなら私たちの前に神がいるのではなく、神の中に私たちが

いるからです（詩編 139：5）。私たちが見ることが出来る形で神がいるのでは

なく、私たちが知ることがはるかに及ばない形で神は存在しています。私たち

はただイエス・キリストの言葉と振る舞い、姿、生き様を通して、神を知るこ

とが出来ます。「神、常に共にいます」。全ての命は神様の大きな御手の中にあ

り、神様はいつでも一人一人の方と共におられます。神の愛を感じる時……。

それはそれぞれの方のこれまでの歩みの中で、その時々に確かにあったでしょ

うし、また今日、今ここでも、今を生かされている私たちは、神の愛の中に生

かされています。そのことに信頼して、今日も神様によって導かれながら、歩

み出して行きます。 
 

毎週の「メッセージより」は、ウェブサイト等にも順次掲載されています。 
 

 

 ホームページ    Facebook   YouTube 

             



 

◎ 先週の報告 9 月 15 日  

 礼拝出席 大人 4 名  献金 大人 4,000 円 中継視聴者数 11 回 感謝 
 
◎次週 2024 年 9 月 29 日（日）聖霊降臨節第 20 主日礼拝 

 招きの詞 詩編  65 編 5 節 

 聖 書 コリントの信徒への手紙Ⅱ 5 章 1－10 節 

 メッセージ 「人生を問うのではなく、人生から問われている」牛田匡牧師 

 賛美歌 21－509 番（©JASRAC）、新生－73 番（©JASRAC）、21－452 番（©JASRAC） 

 礼拝後に、釜ヶ崎支援のための「おにぎり作り」を行います。どなたでもご参加く

ださい。 
 
◎お知らせ 

・これまでの「週報」や「メッセージ（全文）」 

は、ホームページに掲載しています。また中継 

録画のメッセージ部分を YouTube でご覧いた 

だくことも可能です。 

・次週 9 月 22 日（日）の礼拝後の午後、14 時か 

ら 16 時に八尾教会にて、河内地区合同壮年会 

が開催されます。合同礼拝の後のスペシャル 

プログラムとして「ゴスペル体験会・魂の叫び」 

が予定されています。事前申し込み不要で参加 

費も無料です（ただし、礼拝の中での席上献金 

があります）。どなたでもご参加ください。 

・10 月 5 日（土）16 時から 6 日（日）12 時にか 

けて、関西セミナーハウス活動センターにて、 

開発教育セミナー第 4 回「市民（わたし）から 

始める～難民と一緒に暮らせる街をめざして～」 

が開催されます。講師は田中惠子さん（特定非 

営利活動法人 RAFIQ 難民との共生ネットワー 

ク代表理事）。参加費は 12,000 円（１泊夕朝食 

込、消費税、京都市宿泊税 200 円込）です。 

申し込み締め切りは 9 月 29 日（日）で、Web 

サイト、Fax、メール、電話等でお申込みくだ 

さい。電話 075‐711‐2117 

FAX 075‐701‐5256 

Ｅメール office@academy‐kansai.org    
◎ 次週以降の行事予定 

 メッセージ 行事 

9/29 牛田匡牧師 誕生者祝福式・おにぎり支援 

10/6 水谷憲牧師 （世界聖餐日）ユーカリスト 

10/13 牛田匡牧師 教会を考える会 

10/20 牛田匡牧師 収穫感謝礼拝・おにぎり支援 
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